
平成30年９月  外来診察表

※救急対応や緊急手術をはじめとする諸事情によっては、臨時的に変更または休診させていただく場合がございますのでご了承ください。 お問い合わせ先　TEL（0897）37-7116（直通） 医事課

受 付 時 間

内

　
　
　
　科

整 形 外 科

乳腺・内分泌外科

腫 瘍 内 科

科別 午 前 午 後 午 前 午 後 午 前 午 後 午 前 午 後 午 前 午 後

循 環 器 内 科

曜日 月 曜 日 火 曜 日 水 曜 日 木 曜 日 金 曜 日

妹尾則孝
島村安則
スポーツ・上肢外来
第２火曜（予約のみ）

塩崎泰之
脊椎・脊髄外来
（予約）

小澤正嗣

午 前 8:30～11:00
̶ ̶̶̶ ̶

ペースメーカー外来
松尾直朗
（偶数週）
岡　明宏
（奇数週）
  2:00～

※原則として、初診は院内または院外からの紹介となり、再診は完全予約制です。がんセンター
̶ ̶ 小西　順小西　順 ̶ ̶ ̶松原　稔 三好誠吾三好誠吾一 般
̶ ̶ ̶̶ 萩原宏明̶ ̶̶ ̶̶肝 臓

腫 瘍 外 科 ̶ ̶小林一泰小林一泰
小西祐輔

̶中川和彦 ̶福原哲治 ̶
佐伯英行
中川和彦
赤本伸太郎

̶

腫瘍放射線科 ̶ ̶̶ ̶̶ ̶三谷昌弘
（初診）

加藤　勤
（再診）

̶̶放射線治療   9:00～  1:00

緩 和 ケ ア ̶小林一泰̶̶̶ ̶̶ ̶̶ ̶̶

午前
午後

8:30～11:00
  2:00～  4:00

城戸龍樹
鳥飼智彦
（奇数週）
池川泰民
（偶数週）

池川泰民
鳥飼智彦
（偶数週）

池川泰民
鳥飼智彦

鳥飼智彦
城戸龍樹

池川泰民
鳥飼智彦
（奇数週）
城戸龍樹
（偶数週）

宮本和久
城戸龍樹

城戸龍樹
池川泰民

宮本和久
鳥飼智彦

宮本和久
城戸龍樹鳥飼智彦眼 科

午前
午後
木のみ

8:30～11:00
  2:00～  4:00
  3:00～  4:30

村上隆浩 山本恵理子 山本恵理子 鎌田昌平 鎌田昌平山本恵理子 村上隆浩 村上隆浩̶ 山本恵理子
※木曜日は非常勤医師による予約制です。詳しくは木曜日の診察時間内に電話等で、お問い合わせください。

産 婦 人 科

午後   2:00～  5:00 ̶ 内ノ村聡 ̶ 沼　哲也̶ ̶細川一枝 ̶加藤　勤 井石龍比古放射線診断科

担 当 医
（予約のみ）

担 当 医
（予約のみ）

担 当 医 担 当 医 担 当 医 担 当 医 担 当 医
（予約のみ）

担 当 医担 当 医
（予約のみ）

担 当 医
（予約のみ）リハビリテーション科 午前

午後
8:30～11:00
  1:30～  4:00

午前
午後

8:30～12:00
  3:00～  4:30 ※予約制です。あらかじめ電話等で、お問い合わせください。

兵頭誠治 兵頭誠治 兵頭誠治 兵頭誠治兵頭誠治 兵頭誠治兵頭誠治 兵頭誠治 ̶̶歯科口腔外科

井石龍比古
沼　哲也̶ ̶ ̶ ̶̶̶̶ ̶放射線ＩＶＲ科 ※紹介により診察時間を調整します。

消化器内科
松原　稔
̶

鈴木誠祐
̶

鈴木誠祐
吉田　理

萩原宏明
竹井大介

萩原宏明
̶

消化器内科初診 竹井大介 松原　稔 鈴木誠祐宮阪　啓 石田正也
松原　稔

腎 臓 内 科 堀元直哉堀元直哉 堀元直哉 ̶ ̶

̶ 松本佳則
（第２金曜日）リウマチ・膠原病外来 ̶ ̶佐田憲映

（第４月曜日）
佐田憲映
（第４月曜日）

̶ ̶ ̶ 松本佳則
（第２金曜日）

̶ 松尾直朗
（予約）

清山浩介̶梶谷昌史 清山浩介 岡　明宏 ̶ ̶梶谷昌史
午前再診
午後火

8:30～11:00
2:00～  4:00予約

のみ

8:30～11:00午前紹 介　　
初診のみ ̶ ̶̶ 梶谷昌史松尾直朗發知淳子 ̶ 岡　明宏清山浩介 ̶

火乳腺甲状腺
エコー外来   3:00～  5:00

※乳腺甲状腺エコー外来は完全予約制です。原則として院内紹介となるため、事前に他の診療科の診察が必要となります。
中川和彦̶ ̶ ̶ ̶ ̶̶ ̶ ̶̶

乳腺外科 午前 8:30～11:00 ̶ 杉森和加奈 杉森和加奈 ̶ ̶ ̶̶ ̶̶ ̶

初診
再診 月・水・金

火・木
金

8:30～11:00
8:30～12:00
8:30～11:00
  2:00～  3:30 ※木曜日の午前は手術のため、診察できない場合がございます。あらかじめ電話等で、お問い合わせください。

̶ ̶ ̶高橋　潔
東　久登
小川智之

東　久登
小川智之

冨田陽介
西本　健

冨田陽介
担 当 医̶ 担 当 医

脳 神 経 外 科

午前
午後

8:30～12:00
  4:00～  5:00

近藤厚敏近藤厚敏 近藤厚敏 近藤厚敏 近藤厚敏 近藤厚敏 近藤厚敏 近藤厚敏̶ ̶皮 膚 科

外 科 午前 8:30～11:00 ̶福原哲治小西祐輔 小林一泰 中川和彦
佐伯英行
中川和彦
赤本伸太郎

̶̶ ̶̶

糖尿病内科
中村　達
  4:00～

糖尿病内科
中村　達
  3:00～

血 液 疾 患
小西　順
  2:00～

腎臓病内科
堀元直哉
  2:00～

消化器内科
吉田　理
  2:00～
CAPD外来
堀元直哉
  2:00～

̶̶̶̶ ̶ ̶午 後専門外来等 予約のみ
時間は右表の通り

松浦文三
（第3金曜日のみ）内分泌外来 ̶ ̶ ̶ ̶

小西　順
（予約のみ）血 液 疾 患 ̶ ̶ ̶ ̶

糖尿病内科 ̶ 中村　達中村　達 中村　達 中村　達

初　　診 發知淳子 松原　稔今村良樹 朝井洋晶 小西　順

午前
午後

8:30～11:00
  4:00～  5:00耳 鼻 咽 喉 科 ̶ ̶̶ ̶ 武田靖志

（予約のみ）
武田靖志武田靖志

（予約のみ）
武田靖志武田靖志武田靖志

※水曜日および木曜日は手術のため予約制です。院外からの紹介の方や緊急を要する場合は、お問い合わせください。

午前 8:30～11:00泌 尿 器 科
̶̶ ̶篠森健介

柳垣孝広
篠森健介
堀井　聡

篠森健介
柳垣孝広

桑野晴美
柳垣孝広

桑野晴美
柳垣孝広

̶ ̶

※手術のため受付時間が変更となる場合がございます。あらかじめ電話等で、お問い合わせください。

8:30～11:00午前初 診・
予 約 外 妹尾則孝小澤正嗣田中孝明 田中孝明 妹尾則孝 妹尾則孝

午前 8:30～11:00
月・水・金 午後 4:00～  5:00

田中孝明
膝・スポーツ外来
（予約）
3:00～

小澤正嗣
（予約）

妹尾則孝
（予約）

田中孝明
（予約）

妹尾則孝
（予約）

小澤正嗣
宇川　諒
※手術のため、診察できない場合がございます。あらかじめ電話等で、お問い合わせください。

形 成 外 科
午前 8:30～11:30

午後 火 2:00～  4:00
̶ ̶̶宮本なつみ 宮本なつみ 安井史明安井史明 ̶安井史明

（処置予約） 安井史明
※火曜日は午前・午後ともに手術のため、診察できない場合がございます。あらかじめ電話等で、お問い合わせください。

神 経 内 科 ̶ 宮上紀之
（予約・隔週）

辻井智明
（予約・隔週）

辻井智明
（予約・隔週）

宮上紀之
（予約・隔週）

̶̶ ̶ ̶̶
※予約制です。火曜日の宮上と水曜日の辻井は別の週を担当します。詳しくは電話等でお問い合わせください。

企画・発行/医療法人住友別子病院
〒792-8543 愛媛県新居浜市王子町3番1号
TEL（0897）37-7111　URL http：//www.sbh.gr.jp/

編集 /病院ニュース編集委員会
住友別子病院ニュースに関するご意見・ご感想は
TEL（0897）37-7133　FAX（0897）37-7134 までお寄せください。
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びゅ～ん　写真：檜 垣 美也子 さん（新居浜市）

理 念
信頼される質の高い医療と福祉を提供し地域社会に貢献します

4お仕事紹介 臨床検査部 PART２
日本糖尿病療養指導士 編
 臨床検査部臨床検査センター 川 上 智 也

5健康フェスタ2018開催報告
 相談支援センター 和 田 美恵子

6災害支援ナース派遣
 人工腎臓透析室 石 村 聡 啓
平成30年度 新人職員院外研修
 ６階北病棟 宮 崎 莉 奈3第29回あかつき会 開催報告

 ６階北病棟 看護師 森 徳 茜

院内コンサート開催
 総務人事課 石 川 慶
栄養管理科からお届けします
季節のレシピ
病院カレンダー

7

2-3DSA棟が稼働します！
 診療部長・循環器病センター長・循環器内科長 梶 谷 昌 史

C ONTENTS

行動指針
医学知識・技術の研鑽につとめ高度な医療を安全に提供します
患者さんの立場にたった優しい医療を目指します
地域中核病院として地域医療を支えます

１
２
３
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住友別子病院ニュース住友別子病院ニュース

奇数月１日発行

救急指定病院

地域がん診療連携拠点病院

日本医療機能評価機構認定病院

医師臨床研修指定病院



午前 8：30～11：00（再診） 梶谷昌史梶谷昌史 岡　明宏清山浩介 清山浩介

午後 2：00～4：00（予約のみ） ―松尾直朗（偶数週）
岡　明宏（奇数週） ―松尾直朗 ―

午前 8：30～11：00（紹介・初診のみ） 松尾直朗 岡　明宏清山浩介 發知淳子 梶谷昌史

専　門 循環器内科

出身大学 岡山大学（平成10年卒）

職 歴 平成10年　天理よろづ相談所病院
平成12年　大阪市立総合医療センター
平成14年　岡山大学病院
平成19年　津山中央病院
平成22年　香川県立中央病院
平成27年　住友別子病院

資格・認定 医学博士
内科認定医・総合内科専門医
循環器専門医

かじ や まさ ひと

梶 谷 昌 史
診療部長・循環器病センター長・循環器内科長D
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◎はじめに
　皆さん、こんにちは。循環器病センターの梶谷昌史と申します。このたびDSA棟が稼働する運びとなりまし

た。私が住友別子病院に赴任してから、鈴木院長をはじめとする病院スタッフの支援のもとに循環器病セン

ターを立ち上げさせていただくことができ、そして遂に、その軸ともいえるDSA棟が完成し、近日稼働予定で

す。今までの循環器病センターの活動の歩みとともに新DSA棟についてご紹介いたします。

◎循環器病センターの発足
　私たち住友別子病院循環器内科は新居浜市のみでな

く、東予地域全体におられる心臓病や血管病をお持ち

の患者さんのお力になりたいという強い想いを持って

おります。その想いを具現化するために、平成29年１

月に循環器病センターを発足いたしました。センター

のミッションは24時間365日いつでも循環器内科医

師、コメディカルスタッフが対応できるような体制を整

え、質の高い医療を提供することです。

◎ホットライン開設
　平成29年７月より、月曜日～金曜日の8：30～17：

30、第１、第４の土日（24時間）にホットラインを開設

しました。これにより、かかりつけ医から当院循環器病

センター医師に直接連絡をいただき、さらにスムース

な医療連携、救急対応が可能となっております。また救

急隊からの連絡も受けつけており、時間が命を左右す

る循環器救急疾患に対してさらに素早い対応をするこ

とが可能となっております。

◎DSA棟の完成
　平成30年７月に念願のDSA棟が完成し、９月から稼

働開始となります。バイプレーンの血管造影装置とIVR 

CT（心血管造影にも対応）の２台体制となり、今までは

血管造影検査、治療中には緊急カテーテル治療を要す

る患者さんの対応が困難でしたが、これからは対応可

能となります。

　キャノンメディカルシステムズ社の最新鋭の血管造影

装置（Alphenix、中四国では初とのことです）を導入し

ます。患者さんにさらに優しく質の高い治療が提供でき

るようになります。

　外光をふんだんに取り入れた明るくやさしい雰囲気

のあるDSA棟となっております。これは他の病院では

あまりみられない構造であり、増築で建築されたから

こそのものです。

　また今年４月より心血管インターベンションのオペ

レーターは４人に増加しております。皆が中四国有数の

施設で十分な経験を積んできた術者であり、更に質の

高い治療を提供してゆく所存です。当面は虚血性心疾患（狭心症、心筋梗塞）、閉塞性動脈硬化症（足の血管が

狭小化し痛みが生じる病気）などへの血管内治療、徐脈性不整脈へのペースメーカー治療に力を注ぎますが、

将来的には岡山大学病院の協力のもと、不整脈のカテーテル治療を導入することもひとつの目標としております。

　最後になりましたが、地域の患者さん、地域医療を支えておられる先生方のお力になれるよう精進してま

いります。今後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

循環器内科
受付時間 水 金月 火 木

明るい家族待合室

広い廊下（患者さんのスムースな移動が可能となります）
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く、東予地域全体におられる心臓病や血管病をお持ち

の患者さんのお力になりたいという強い想いを持って

おります。その想いを具現化するために、平成29年１

月に循環器病センターを発足いたしました。センター
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　平成29年７月より、月曜日～金曜日の8：30～17：

30、第１、第４の土日（24時間）にホットラインを開設

しました。これにより、かかりつけ医から当院循環器病

センター医師に直接連絡をいただき、さらにスムース

な医療連携、救急対応が可能となっております。また救
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能となります。

　キャノンメディカルシステムズ社の最新鋭の血管造影

装置（Alphenix、中四国では初とのことです）を導入し

ます。患者さんにさらに優しく質の高い治療が提供でき

るようになります。

　外光をふんだんに取り入れた明るくやさしい雰囲気

のあるDSA棟となっております。これは他の病院では

あまりみられない構造であり、増築で建築されたから

こそのものです。

　また今年４月より心血管インターベンションのオペ

レーターは４人に増加しております。皆が中四国有数の

施設で十分な経験を積んできた術者であり、更に質の

高い治療を提供してゆく所存です。当面は虚血性心疾患（狭心症、心筋梗塞）、閉塞性動脈硬化症（足の血管が

狭小化し痛みが生じる病気）などへの血管内治療、徐脈性不整脈へのペースメーカー治療に力を注ぎますが、

将来的には岡山大学病院の協力のもと、不整脈のカテーテル治療を導入することもひとつの目標としております。

　最後になりましたが、地域の患者さん、地域医療を支えておられる先生方のお力になれるよう精進してま

いります。今後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。

　６月20日に第29回あかつき会が開催されました。糖尿病センター長 

中村医師の挨拶で始まり、今回は「おしっこの話」をテーマとし、私たち

の身近な尿について臨床検査技師・薬剤師の講演がありました。

　まず、渡部臨床検査技師より「おしっこ」が作られ排泄されるまでの流

れ、さらに日頃受診の際に行っている検査についての話がありました。

尿検査と一言でいっても検査項目は多数あります。多くの患者さんは血

糖やHbA1c（ヘモグロビンエーワンシー 過去１～２ヶ月の血糖状態）な

どの採血結果に注目しがちですが、尿検査でも重要なデータを得ること

ができます。尿検査では、尿糖、尿潜血、尿ケトン体、尿蛋白などを調

べています。一般的に、尿糖は血糖値がおよそ160～180mg/dLを超

えると陽性になります。検査結果について詳しく知りたい場合や分から

ないことがある時には積極的に主治医へ相談することが大切です。

　次に豊田薬剤師よりSGLT2（エスジーエルティーツー）阻害薬につい

ての話がありました。糖尿病治療薬には多くの種類がありますが、

SGLT2阻害薬は今回のテーマ「おしっこ」に深く関連があり、腎臓での

ブドウ糖の再吸収を阻害して、尿糖としてブドウ糖を体外に排泄するこ

とで血糖を低下させる薬です。薬というとどうしても難しいイメージが

ありますが、分かりやすい説明で楽しく勉強することができました。

　茶話会では夏にぴったりのところてんを食べながら、塩分を抑えて味を変える工夫について小野管理栄養士より説明があり

ました。薄味でも香味野菜を上手く利用することで味に変化を付けることが出来ます。夏バテなどで食欲が落ちやすい時期に

なりますが、季節の野菜を取り入れてバランスの取れた食生活を心がけることが大切です。

　皆さんからの質問に中村医師が楽しく解説する場面もあり、前向きに治療に取り組む力となり有意義な時間を過ごすことが

できました。良い血糖コントロールを目指して、一緒に歩んでいきましょう。

※あかつき会とは…糖尿病教育入院をされた患者さん・ご家族の会です。

第29回 あかつき会
開催報告 ６階北病棟 看護師　森 徳 茜

広いDSA室（拡張性を重視しています）、調整中のDSA機
（最新鋭の機種です）

薬の説明をする豊田薬剤師

食事指導をする小野管理栄養士
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◎はじめに
　皆さん、こんにちは。循環器病センターの梶谷昌史と申します。このたびDSA棟が稼働する運びとなりまし

た。私が住友別子病院に赴任してから、鈴木院長をはじめとする病院スタッフの支援のもとに循環器病セン

ターを立ち上げさせていただくことができ、そして遂に、その軸ともいえるDSA棟が完成し、近日稼働予定で

す。今までの循環器病センターの活動の歩みとともに新DSA棟についてご紹介いたします。

◎循環器病センターの発足
　私たち住友別子病院循環器内科は新居浜市のみでな

く、東予地域全体におられる心臓病や血管病をお持ち

の患者さんのお力になりたいという強い想いを持って

おります。その想いを具現化するために、平成29年１

月に循環器病センターを発足いたしました。センター

のミッションは24時間365日いつでも循環器内科医

師、コメディカルスタッフが対応できるような体制を整

え、質の高い医療を提供することです。

◎ホットライン開設
　平成29年７月より、月曜日～金曜日の8：30～17：

30、第１、第４の土日（24時間）にホットラインを開設

しました。これにより、かかりつけ医から当院循環器病

センター医師に直接連絡をいただき、さらにスムース

な医療連携、救急対応が可能となっております。また救

急隊からの連絡も受けつけており、時間が命を左右す

る循環器救急疾患に対してさらに素早い対応をするこ

とが可能となっております。

◎DSA棟の完成
　平成30年７月に念願のDSA棟が完成し、９月から稼

働開始となります。バイプレーンの血管造影装置とIVR 

CT（心血管造影にも対応）の２台体制となり、今までは

血管造影検査、治療中には緊急カテーテル治療を要す

る患者さんの対応が困難でしたが、これからは対応可

能となります。

　キャノンメディカルシステムズ社の最新鋭の血管造影

装置（Alphenix、中四国では初とのことです）を導入し

ます。患者さんにさらに優しく質の高い治療が提供でき

るようになります。

　外光をふんだんに取り入れた明るくやさしい雰囲気

のあるDSA棟となっております。これは他の病院では

あまりみられない構造であり、増築で建築されたから

こそのものです。

　また今年４月より心血管インターベンションのオペ

レーターは４人に増加しております。皆が中四国有数の

施設で十分な経験を積んできた術者であり、更に質の

高い治療を提供してゆく所存です。当面は虚血性心疾患（狭心症、心筋梗塞）、閉塞性動脈硬化症（足の血管が

狭小化し痛みが生じる病気）などへの血管内治療、徐脈性不整脈へのペースメーカー治療に力を注ぎますが、

将来的には岡山大学病院の協力のもと、不整脈のカテーテル治療を導入することもひとつの目標としております。

　最後になりましたが、地域の患者さん、地域医療を支えておられる先生方のお力になれるよう精進してま

いります。今後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。
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臨床検査部臨床検査センター　川 上 智 也

　こんにちは　臨床検査部です。

　全５回シリーズのうち第２回は『CDEJ（日本糖尿病療養指導士）』という資格について紹介します。

　日本糖尿病療養指導士（CDEJ：Certified Diabetes Educator of Japan） とは、糖尿病とその

療養（自己管理）指導全般に関する正しい知識を有し、患者さんの糖尿病セルフケアを支援する

医療スタッフです。医師の指示の下で患者さんに熟練した療養指導を行うことのできる医療従事

者（看護師、管理栄養士、薬剤師、臨床検査技師、理学療法士）の資格を有する者に対し、糖尿

病療養指導士認定機構が与えるものです。

　こうしたCDEJの資格を有する医療スタッフは全国で約２万名います。そのうち臨床検査技師でCDEJを取得してい

る人数は1571名、全体の8.1％となります。愛媛県内では、221名のCDEJのうち臨床検査技師は27名という内訳

となっています。当院のスタッフにも多数CDEJ有資格者がおり、看護師５名、管理栄養士３名、薬剤師５名、臨床検

査技師２名です。

　当院のCDEJスタッフは糖尿病センターに所属しており、糖尿病センター長の中村達医師のもと、外来糖尿病教室

や夜間糖尿病教室、あかつき会、糖尿病教育入院などでの講義や指導、病院健康フェスタ、市民公開糖尿病教室、

小児１型糖尿病サマーキャンプ、世界糖尿病デー啓発活動等、院内外で幅広く活動しています。

　臨床検査技師にもたくさんの取得可能な資格がありますが、殆どの資格が専門分野に特化したものになっていま

す。それに対してこの資格は「チーム医療としてスタッフみんなで取り組む」という事が一番大きな違いになっていま

す。中村医師を中心にコメディカルが連携し、ひとりの患者さんの為にみんなで療養指導に取り組んでいるのです。

　厚生労働省が2016年に全国から抽出した２万4,187世帯を対象に実施した「2016年国民健康・栄養調査」では、

糖尿病が疑われる成人の推計が1000万人に上ったことがわかっています。さらに発症に至らない糖尿病予備軍も

1000万人となっています。このように年々増え続けている糖尿病に罹患する患者さんにとって、私たちCDEJはなく

てはならない存在になってきていると思います。

　今はメディアやハードの発展・進化と共に、疾病の情報は誰でも入手しやすくなってきました。あふれる情報の中

から正しい知識を身につけ、自分自身や身内、さらには友人や知り合いの方々とも知識の共有が大切だと思います。

当院では毎週水曜日に外来糖尿病教室を開催しています。わからないことや聞いてみたい事などありましたら、ご活

用ください。

　糖尿病は血管を障害し、合併症「神経障害」「網膜症」「腎症」を引き起こします。合併症に罹患すると、他の疾患も

併発しやすくなりますし、完治は難しいと言われます。近年、糖尿病患者さんの血糖コントロールは良くなってきて

います。そこには治療の進歩が関与していることはもちろんですが、糖尿病治療をサポートするCDEJの存在がある

ことも覚えておいていただければと思います。

日本糖尿病療養指導士 編
お仕事紹介　臨床検査部 PART ２お仕事紹介　臨床検査部 PART ２

CDEJのバッジ

夜間糖尿病教室にて講演中の中村医師 2016年国民健康・栄養調査

「糖尿病が強く疑われる者」「糖尿病の可能性を否定できない者」の
推計人数の年次推移

糖尿病が強く疑われる者（Ａ） （Ａ）+（Ｂ）糖尿病の可能性を否定できない者（Ｂ）
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相談支援センター

和 田 美恵子

　５月13日㈰『健康フェスタ2018』を開催しました。

　健康フェスタは当院の取り組みや医療・看護・健康に関心を

持っていただき、地域の皆様との交流と健康増進に寄与するこ

とを目的として、平成23年から始まり毎年5月に開催しており

ます。

　８回目となる今年は３月に病院グランドオープン後の開催と

なり、約500名の参加がありました。

内容についてご紹介します。

◆ 看護週間行事

　毎年5月12日は「看護の日」です。看護部が中心となり体脂

肪測定、認定看護師による何でも相談を行いました。

◆ 糖尿病行事

　“糖尿病透析予防”をテーマに、お味噌汁の塩分当てクイズ

や栄養指導、服薬指導など多職種が協力して取り組みました。

◆ 病院のお仕事体験セミナー

　医療・介護・看護の３つをテーマにセミナーを開催しました。

　高校生を中心に15人を超える参加応募があり、グループに

分かれて手術体験、身体観察の看護体験、福祉用具をつかっ

た介護体験を行いました。

　直接医師から指導を受けた腹腔鏡手術や縫合の体験では

「難しい」といいながらも興味深く取り組む姿がとても印象的で

した。

◆ 記念講演

　外科 赤本伸太郎医師による記念講演がありました。

　「最近増えてきている大腸がんについてのお話」をテーマに

80名を超える方が来場されました。

　先生からこれまでの手術経験を活かし、現在、当院だけで

なく当該地域全体が連携して地域に貢献できるように取り組

まれていることを知る機会になりました。

◆ 最後に、連携と交流です。

　当院と関係の深い７社の皆さんに協賛をいただきました。

　バルーンアートやお祭り広場を設けることで子どもから大人

まで楽しい空間で交流を深めることができました。

　来年も病院を開放し、地域のみなさんが気軽に参加できる

イベントを開催したいと考えております。

　機会がございましたら是非ご来場ください。

看護週間・糖尿病イベント（塩分あてクイズ）

フェスタ入口風景

病院のお仕事体験（Dr.コース）

記念講演 赤本医師
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山頂にて集合写真

6階北病棟　宮 崎 莉 奈

人工腎臓透析室　石 村 聡 啓

平成30年度 新人職員院外研修
　５月19日、新人職員院外研修として毎年行われている別子山登山に参加しました。登山前日から雨が降り始め、当日朝ま

で天候を心配していましたが、小雨ではありましたがなんとか実行することができ、お天気とは裏腹に晴れやかな気持ちで登

山が始まりました。

　本年度は、新人職員45名を含め総勢63名と例年より多い参加者となり、険しいながらも励まし合いながら明るい声の絶え

ない賑やかな登山となりました。

　登山の道中、旧病院跡地や歓喜坑、蘭塔場などを巡り、病院のルーツを知ると共に、当時の方々の偉大な努力によって築き

上げられた住友の歴史に思いを馳せることができました。

　歩き続け、みんなお腹が空き、疲れてきた頃に銅山越に辿り着くことができました。本来であれば新居浜市を一望できる絶

景が待っていたはずですが、残念なことに、周囲一面が霧で真っ白。でも、みんな達成感に満ち溢れ、自然の中で食べるおに

ぎりの美味しさを分かち合うことができました。

　帰りは下り坂で滑りやすく気持ちが挫けそうでしたが、頑張ろうと気持ちを切り替え、仲間と声をかけ合い励まし合いなが

ら下っていきました。下山後はマイントピア別子でバーベキューを

楽しみました。みんなと一日を振り返りながら食べたお肉は美味し

かったです。

　この研修を通して、1人なら挫けそうなことも仲間と共に頑張る

ことの大切さを学びました。また、他部署の同期や先輩方と懇親を

深めることもでき、とても有意義な研修となりました。これから住

友別子病院の一員としての自覚と誇りを持ち、業務でも協力し合い

ながら成長していきたいと思います。

　現在当院では７名の災害支援ナースがいます。西日本豪雨災害により、７月・８

月と愛媛県看護協会の要請により県内の医療機関等で災害支援ナースとして活動し

てきました。私は７月24日に災害支援ナースとして大洲市に派遣され、現地でそ

の他の災害支援ナース３名と管理栄養士２名を加えた６名で２チームに分かれ、夕

方から支援活動を行いました。夕方から避難所を回るのには訳があります。午前中は自宅の片づけ等で避難所にいない

方が多くおり、作業を終えて帰宅している時間帯に訪問し多くの人の状態確認を行うためです。16時より全体ミーティン

グを行い、各チームから活動状況の報告、緊急対応・情報共有など必要な事項を中心に確認し、今後の対応を検討しま

した。現在、避難所は14か所あります。本部より訪問依頼のあった避難所の状況や生活している人の情報を訪問日毎に

記載しているファイルを受けとり、16時30分頃から避難所に向かいました。しかし、夏場ということもあり夕方18時ご

ろでも日が出ているため自宅での作業を続けている方が多くいらしゃいました。お会いできた方には現在の体調や内服

状況、食生活や日常生活で困っていることはないかなど確認を行いました。ライフラインは復旧しており各避難所では

特に困ったことはないといわれる方が多くみられましたが、病院への移動手段がなく、薬がなくなった時や何かあった

時にすぐに受診できないといった不安を訴える方もいました。受診が必要な人には無料バスが運行している事をお伝え

し、無料バスを利用することが難しいと思われる方については本部に報告し、対応を考えていくようにしました。また、

お会いできなかった人に関して次回以降の訪問日に確認を行えるよう手配しました。

　各避難所を訪問して終え、20時までに本部に戻りました。必要事項の申し送りを行い、後続の支援チームが状況把

握できるように情報共有しました。４時間という短い時間のなかでしたが情報収集を綿密に行い、今後の派遣活動に

繋がるよう努めました。今回の経験を生かし、今後も活動していきたいと思います。

災害支援ナース派遣

石村（上段左端）
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赤字は病院休診日

病院カレンダー
10月
日 月 火 水 木

5
12
19
26

6
13
20
27

7
14
21
28

金 土

4
11
18
25

3
10
17
24
31

1
8
15
22
29

2
9
16
23
30

季節のレシピ
疲労回復のビタミンと言われるビタンミンＢ1を豊富に
含んでいる豚肉で夏の疲れを解消しましょう。

◆ 豚肉のカレー焼

豚ヒレ30ｇ・・・・・8枚
醤油・・・・大さじ1弱
料理酒・・大さじ1/2
砂糖・・・・大さじ1弱
卵黄・・・・・・・・2/5個
にんにく・・・・・・・・4ｇ
小麦粉・・・・・・・20ｇ
こしょう・・・・・・・少々
カレー粉・・・・・・・・4ｇ
サラダ油・・・・・・20ｇ

〈付け合わせソテー〉
アスパラガス・・・4本
しめじ・・・・・・・・40ｇ
塩・・・・・・・・・・・0.4ｇ
こしょう・・・・・・・少々
サラダ油・・・・・・・・4ｇ

材料（４人分）

栄養管理科からお届けします

① 豚ヒレ肉を、調味液Aに約1時間漬け込む。
② 粉Bをまんべんなく豚ヒレ肉にまぶす。
③ フライパンを熱して、サラダ油を入れ、こんがり両面を焼く。
④ アスパラガスは、根元の堅い部分を２～３㎝切り落とし、斜めに切る。
⑤ しめじは石づきを落としてバラバラにほぐす。
⑥ フライパンにサラダ油を入れ、アスパラガス、しめじを炒め、塩、こしょうをし、味を調える。
⑦ ③⑥を器に盛りつける。

作り方

総務人事課　石 川 慶

11月
日 月 火 水 木

2
9
16
23
30

3
10
17
24

4
11
18
25

金 土

1
8
15
22
29

7
14
21
28

5
12
19
26

6
13
20
27

９月

日 月 火 水 木

7
14
21
28

1
8
15
22
29

2
9
16

金 土

6
13
20
27

5
12
19
26

3
10
17
24

4
11
18
2523

30

A

B

ポイント
にんにくや葱、玉葱、
ニラなどと組み合わせる
とビタミンＢ1の吸収率が

高まります。

　７月25日㈬、病院棟エントランスホールにて、新居

浜マンドリンクラブによる院内コンサートを盛大に開催

しました。

　マンドリンが奏でる素敵な音色と共に観客席からは手

拍子やハミングが聞こえてくる等、大変楽しいひととき

を過ごすことができました。

　また、鳴り止まない拍手にアンコール演奏で応えてい

ただき、感動的でした。

　病院および王子苑利用者さんをはじめ、私達職員の心に温かい安らぎを与えてくださいました新居浜マンドリンクラ

ブの皆様、本当にありがとうございました。今後の院内コンサートでもお会いできることを心待ちにしております。
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平成30年９月  外来診察表

※救急対応や緊急手術をはじめとする諸事情によっては、臨時的に変更または休診させていただく場合がございますのでご了承ください。 お問い合わせ先　TEL（0897）37-7116（直通） 医事課

受 付 時 間

内

　
　
　
　科

整 形 外 科

乳腺・内分泌外科

腫 瘍 内 科

科別 午 前 午 後 午 前 午 後 午 前 午 後 午 前 午 後 午 前 午 後

循 環 器 内 科

曜日 月 曜 日 火 曜 日 水 曜 日 木 曜 日 金 曜 日

妹尾則孝
島村安則
スポーツ・上肢外来
第２火曜（予約のみ）

塩崎泰之
脊椎・脊髄外来
（予約）

小澤正嗣

午 前 8:30～11:00
̶ ̶̶̶ ̶

ペースメーカー外来
松尾直朗
（偶数週）
岡　明宏
（奇数週）
  2:00～

※原則として、初診は院内または院外からの紹介となり、再診は完全予約制です。がんセンター
̶ ̶ 小西　順小西　順 ̶ ̶ ̶松原　稔 三好誠吾三好誠吾一 般
̶ ̶ ̶̶ 萩原宏明̶ ̶̶ ̶̶肝 臓

腫 瘍 外 科 ̶ ̶小林一泰小林一泰
小西祐輔

̶中川和彦 ̶福原哲治 ̶
佐伯英行
中川和彦
赤本伸太郎

̶

腫瘍放射線科 ̶ ̶̶ ̶̶ ̶三谷昌弘
（初診）

加藤　勤
（再診）

̶̶放射線治療   9:00～  1:00

緩 和 ケ ア ̶小林一泰̶̶̶ ̶̶ ̶̶ ̶̶

午前
午後

8:30～11:00
  2:00～  4:00

城戸龍樹
鳥飼智彦
（奇数週）
池川泰民
（偶数週）

池川泰民
鳥飼智彦
（偶数週）

池川泰民
鳥飼智彦

鳥飼智彦
城戸龍樹

池川泰民
鳥飼智彦
（奇数週）
城戸龍樹
（偶数週）

宮本和久
城戸龍樹

城戸龍樹
池川泰民

宮本和久
鳥飼智彦

宮本和久
城戸龍樹鳥飼智彦眼 科

午前
午後
木のみ

8:30～11:00
  2:00～  4:00
  3:00～  4:30

村上隆浩 山本恵理子 山本恵理子 鎌田昌平 鎌田昌平山本恵理子 村上隆浩 村上隆浩̶ 山本恵理子
※木曜日は非常勤医師による予約制です。詳しくは木曜日の診察時間内に電話等で、お問い合わせください。

産 婦 人 科

午後   2:00～  5:00 ̶ 内ノ村聡 ̶ 沼　哲也̶ ̶細川一枝 ̶加藤　勤 井石龍比古放射線診断科

担 当 医
（予約のみ）

担 当 医
（予約のみ）

担 当 医 担 当 医 担 当 医 担 当 医 担 当 医
（予約のみ）

担 当 医担 当 医
（予約のみ）

担 当 医
（予約のみ）リハビリテーション科 午前

午後
8:30～11:00
  1:30～  4:00

午前
午後

8:30～12:00
  3:00～  4:30 ※予約制です。あらかじめ電話等で、お問い合わせください。

兵頭誠治 兵頭誠治 兵頭誠治 兵頭誠治兵頭誠治 兵頭誠治兵頭誠治 兵頭誠治 ̶̶歯科口腔外科

井石龍比古
沼　哲也̶ ̶ ̶ ̶̶̶̶ ̶放射線ＩＶＲ科 ※紹介により診察時間を調整します。

消化器内科
松原　稔
̶

鈴木誠祐
̶

鈴木誠祐
吉田　理

萩原宏明
竹井大介

萩原宏明
̶

消化器内科初診 竹井大介 松原　稔 鈴木誠祐宮阪　啓 石田正也
松原　稔

腎 臓 内 科 堀元直哉堀元直哉 堀元直哉 ̶ ̶

̶ 松本佳則
（第２金曜日）リウマチ・膠原病外来 ̶ ̶佐田憲映

（第４月曜日）
佐田憲映
（第４月曜日）

̶ ̶ ̶ 松本佳則
（第２金曜日）

̶ 松尾直朗
（予約）

清山浩介̶梶谷昌史 清山浩介 岡　明宏 ̶ ̶梶谷昌史
午前再診
午後火

8:30～11:00
2:00～  4:00予約

のみ

8:30～11:00午前紹 介　　
初診のみ ̶ ̶̶ 梶谷昌史松尾直朗發知淳子 ̶ 岡　明宏清山浩介 ̶

火乳腺甲状腺
エコー外来   3:00～  5:00

※乳腺甲状腺エコー外来は完全予約制です。原則として院内紹介となるため、事前に他の診療科の診察が必要となります。
中川和彦̶ ̶ ̶ ̶ ̶̶ ̶ ̶̶

乳腺外科 午前 8:30～11:00 ̶ 杉森和加奈 杉森和加奈 ̶ ̶ ̶̶ ̶̶ ̶

初診
再診 月・水・金

火・木
金

8:30～11:00
8:30～12:00
8:30～11:00
  2:00～  3:30 ※木曜日の午前は手術のため、診察できない場合がございます。あらかじめ電話等で、お問い合わせください。

̶ ̶ ̶高橋　潔
東　久登
小川智之

東　久登
小川智之

冨田陽介
西本　健

冨田陽介
担 当 医̶ 担 当 医

脳 神 経 外 科

午前
午後

8:30～12:00
  4:00～  5:00

近藤厚敏近藤厚敏 近藤厚敏 近藤厚敏 近藤厚敏 近藤厚敏 近藤厚敏 近藤厚敏̶ ̶皮 膚 科

外 科 午前 8:30～11:00 ̶福原哲治小西祐輔 小林一泰 中川和彦
佐伯英行
中川和彦
赤本伸太郎

̶̶ ̶̶

糖尿病内科
中村　達
  4:00～

糖尿病内科
中村　達
  3:00～

血 液 疾 患
小西　順
  2:00～

腎臓病内科
堀元直哉
  2:00～

消化器内科
吉田　理
  2:00～
CAPD外来
堀元直哉
  2:00～

̶̶̶̶ ̶ ̶午 後専門外来等 予約のみ
時間は右表の通り

松浦文三
（第3金曜日のみ）内分泌外来 ̶ ̶ ̶ ̶

小西　順
（予約のみ）血 液 疾 患 ̶ ̶ ̶ ̶

糖尿病内科 ̶ 中村　達中村　達 中村　達 中村　達

初　　診 發知淳子 松原　稔今村良樹 朝井洋晶 小西　順

午前
午後

8:30～11:00
  4:00～  5:00耳 鼻 咽 喉 科 ̶ ̶̶ ̶ 武田靖志

（予約のみ）
武田靖志武田靖志

（予約のみ）
武田靖志武田靖志武田靖志

※水曜日および木曜日は手術のため予約制です。院外からの紹介の方や緊急を要する場合は、お問い合わせください。

午前 8:30～11:00泌 尿 器 科
̶̶ ̶篠森健介

柳垣孝広
篠森健介
堀井　聡

篠森健介
柳垣孝広

桑野晴美
柳垣孝広

桑野晴美
柳垣孝広

̶ ̶

※手術のため受付時間が変更となる場合がございます。あらかじめ電話等で、お問い合わせください。

8:30～11:00午前初 診・
予 約 外 妹尾則孝小澤正嗣田中孝明 田中孝明 妹尾則孝 妹尾則孝

午前 8:30～11:00
月・水・金 午後 4:00～  5:00

田中孝明
膝・スポーツ外来
（予約）
3:00～

小澤正嗣
（予約）

妹尾則孝
（予約）

田中孝明
（予約）

妹尾則孝
（予約）

小澤正嗣
宇川　諒
※手術のため、診察できない場合がございます。あらかじめ電話等で、お問い合わせください。

形 成 外 科
午前 8:30～11:30

午後 火 2:00～  4:00
̶ ̶̶宮本なつみ 宮本なつみ 安井史明安井史明 ̶安井史明

（処置予約） 安井史明
※火曜日は午前・午後ともに手術のため、診察できない場合がございます。あらかじめ電話等で、お問い合わせください。

神 経 内 科 ̶ 宮上紀之
（予約・隔週）

辻井智明
（予約・隔週）

辻井智明
（予約・隔週）

宮上紀之
（予約・隔週）

̶̶ ̶ ̶̶
※予約制です。火曜日の宮上と水曜日の辻井は別の週を担当します。詳しくは電話等でお問い合わせください。

企画・発行/医療法人住友別子病院
〒792-8543 愛媛県新居浜市王子町3番1号
TEL（0897）37-7111　URL http：//www.sbh.gr.jp/

編集 /病院ニュース編集委員会
住友別子病院ニュースに関するご意見・ご感想は
TEL（0897）37-7133　FAX（0897）37-7134 までお寄せください。


